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第 1章緒 言
実験的{匂偉病に V.D・ノミロチン併用投与せる場合， V.D単独投与に比し骨塩洗着の良好な
る事，骨中拘機酸蓋の著明に増量する事， p32の骨端部移行量の増強せられる事等より， イ匂偉
病に対する V.D ・パロチ~併用の効果を確認し得た。 
V.Dが{匂偉病に奏効する事は云う迄もないが， 一方ノミロチンを正常白鼠に投与せる時の骨
組織像に於て，滝沢(1)は骨端軟骨化骨促進作用ある事を認め，佐々木くのも同様之を確かめて居
る。
然るに著者は{匂偉病白鼠にノミロチン単独投与を行った場合，骨塩沈着ーは僅かに増強せられた
が，対照的偉病と大差なく， V.Dとパロチンとを併用投与せる場合に始めて  V.D単独投与
に比し，骨塩洗着の強められる事を認めた。
著者、は更に之を骨組織学的に明らかにすべく，次の如き方法に依り検索せんとした。
第 2章実験材料並に実験方法 第 3輩実験成績  
休重 40gの同腹自鼠を Steenbock-Blackイ句偉病 1) 拘偉病対照群(附図 1)
食で飼育し実験的にイ句偉病を起させ，之等を前、処置 骨端部:骨端軟骨柱b分化は殆ど正常に Lて，一
対照群 2匹，拘偉病パロチン投与群 2匹(パロチン 次性骨髄腔の形成も良好であるが，軟骨突起に乏し
0.001mg/g 1週間連日注射)，イ句偉病 V.D投与群 2 し一次性骨梁の板層形成不良にして，海綿質骨梁
匹 (V.D 100単位 1週間連日注射)，拘偉病 V.D・ の内層に澄明部或は間隙形成が存在する。
バロチン併用投与群 2匹 (V.D 100単位，バロチン 骨髄:細胞に富み多形核巨大細胞，破骨細胞存 
0.001mg/g共に 1週間連目注射〕の 4群に分ち， 7 在，全般的に骨梁少く薄く，即ち多孔性で骨梁周囲
目後一斉に殺し，各々の腔骨をとり更に骨端部:骨幹 の造骨細胞は屑平である。
部に分ち，フォルマリシ固定後，脱灰，之等和織切片 骨鍛密質:骨膜性化骨は中絶し，骨般密質は薄弱
を作り，へマトキシリジ染色を行し、検鏡した。 であり，病的化骨巣(間際形成)， 板層形成!埠碍及
晶 
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び類骨紘織(透明で均質的，へマトキシリンに僅か 骨髄安密質:骨膜性化骨は障碍され，一部薄弱な所
に染る〉を認める。 が見られ，骨膜結合織線維は繁粗化し，病的化骨巣 
2) バロチシ投与群(附図 2) (間隙形成〉が見られ，叉板層形成は不規則で，ー
骨端部:狭隆にして骨端軟骨増殖層及び肥大層不 部壊死巣の存在を認める。
明瞭にして，軟骨突起は少い。 4) V. D ・ノミロチン併用群(附図'4)
関節軟骨:屑平にして基質が貧弱である。 骨立制S:骨端軟骨細胞の分化正常，軟骨突起豊富
骨髄:細胞に富み"多孔性である。 にして，一次性骨髄腔形成良好，造骨細胞多数を認、
骨敵密質:部分的に化骨障碍巣(間隙形成〉を認 め，板層形成は殆ど正常であるが，一部には其形成
める。 障碍巣を見る。 
3) V.D投与群(附図 3) 骨髄:細胞に宮み，脂肪細胞を認めず。
骨端部:一次性骨髄腔の形成は良好であるが，骨 関節軟骨左程薄弱ならず，軟骨細胞の分化良好
端軟骨増殖層は狭隆にして軟骨突起少し一次性骨 である。
梁の板層形成不良にして造骨細胞は扇平，海綿質骨 骨紘密質:左程薄弱ならず，一部に化骨障碍巣を
梁は板層構造不規則である。 認める。
骨髄:細胞に乏しく，脂肪細胞を含む。
第 4章総括;並に結論
白鼠に実験的イ匂偉病を起させ，無処置対照群， バロチン投与群， V. D投与群， V.D・バロ
チン併用投与群の 4群に分ち，之等各々の腔骨を採り，骨端部骨幹部に分ち組織学的に比較検
索し，次の成績を得た0 
1) イ匂偉病対照群は骨端部を見ると，軟骨突起の辺縁に於ける骨質添加像は極めて乏しく，
二次海綿質に寄する骨梁辺縁の骨質添加像も同様乏しく，骨梁内部に変』住軟骨組織の残留が多
く認められるO 即ち軟骨発育は略正常なれども化骨機転の障碍が認められる。骨幹部には骨膜
佐結合齢陛化骨障碍が認められるO 
2) 之にパロチン単独投与を行っても殆ど効果が見られなしも 
3) 所が 1週間の V.D単独投与を行ったものは，和効果が認められる。 
4) 然し乍ら同じく 1週間の V.D・パロチン併用投 白鼠拘債病麗々治療の組織学
的効果此較(各者二2例観察〉
与に於ては，骨梁の板暦形成が殆ど正常で，甚だ速かに
効果のある像を示 L，骨膜結合繊J陸化骨も良好であるO 対照群
以上の成績を比較表示すれば次の如くである O 
バロチン投与群 
5) 以上の骨組織像と前述の骨塩代謝成績並に放射性 V.D投与群 + 
燐骨中移行量の推移とは良く一致して居るO 五百チン投与群 t十
本研究は文部省科学研究費に依るものである。本論文の要旨は昭和 28年 4月 1日第 56回日本小
児科学会総会に於て佐々木教授より宿題報告「胎児性軟骨異栄養症jの一部として発表せられた。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御鞭撞を賜り，且御校閲を辱うせる恩師佐々木教授に満腔
の詩情を表します。
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附 図
附図1.拘棲病対照群
臨骨骨端部 陸骨骨幹部
軟骨突起に乏しく，一次性骨梁の板層形成不良，海 骨膜性化骨は中絶し，骨轍密質薄弱間隙形成，板層
綿質骨梁の内層に澄明部或は間隙形成が存在。 形成障碍及び類骨組織(透明で均質的，へマトキシ
リシに僅かに染る〉を認む。
附図  2. パロチ  γ投与群
怪骨骨端部 怪骨骨幹部
狭臨にして骨端軟骨増殖層，肥大層不明瞭，軟骨突 部分的に化骨障碍巣(間隙形成〉を認む。
起は少い。
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附図  3. V. D 投与群
腔骨骨端部 腔骨骨幹部
骨端軟骨増殖層狭陸。軟骨突起少く，一次性骨梁の 骨膜性化骨障碍，骨膜結合織線維緊組化，病的化骨
板層形成不良，造骨細胞扇平，海綿質骨梁は板層構 巣(間隙形成〉を認め，板層形成不規則。
造不規則。
附図  4. パロチ  y ・V.D併用投与群
腔骨骨端部 腔骨骨幹部
骨端軟骨細胞の分化正常，軟骨突起豊富。一次性骨 一部に化骨障碍巣を認める。
髄腔形成良好，造骨細胞多数板層形成殆ど正常，一
部に其形成障碍巣を見る。
